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れそれ ・個嬲 筋 驤 砲 まれ ， し b・ もその 麟 ぱ 左 右 の 轍 の 斟 に 緊密｝こ醋 して い た ・ 礑 耀 に

9U す る闘 噸 い て 小 さ な 三角形 の 凹所を有 V ・ そ の 下纏 下伽 向 い て 尿瀚 毛駟 して い る ・ そ して そ

碩 下か ら引綾 い て 細長 購 が ，徐 々 に 肋 せ ば め な が ら正 申線に獅 て 會陰部を通つ て 陰嚢を竕 レ 駐

聾 謙 まで及 ん で L・ る ． 肛門や尿道の 開・部 ・ 及びそれ 噸 く裂脚 附近厳 毛 を全 く敏除 して い t‘ ・ 尿

の 黼 雌 性器官よ 哘 い ， 櫞 時 の 魏 も 正 懺 凝 ら な い ・ 肚 の 縣 は娜 的饑 美の み で あ る鶸 雄

牲坐殖器官 の 發逵 に較 べ て 雌匪器官 の 發達は極め て 貧弱で あ る こ とか らみ て ，こ の 異常個體ほ堆性嗣性であ

る よ 5に 考 え られ る p

　　　　　　　ネ ズ ミ子宮に對する パ ラ フ ィン 注 入 の響影　南部 實 （東京齒大 ・豫 ・生）

未翻 へ の 子宮．・ カ イ ン 注入 は注入後 2〜韆 間鑼 激 くな り期 孅 とな る と・’わ 泌 （Selye　
’34）・

發儲 期に注入すれば多 く’ま 遡 間以 内醸 亂 ・ 3 週 納 に 3〜 4 回噸 融 見 られ る ・ こ の 際舗 網

t ，・2．− 5 日蓮綾す る もρが 多い ． 嬢 情醐 洞 後嫐 ・臥 し醐 合は鋪 が 不規則 とな る・ 麒 を脾内に

纐 して 酥 し て み孀 果， 移齦 … 繝 全 く鸚 をみ r か つ た もの 汎 注簸 1 週聞内譲 亂 鍛

不規則 に 2〜3 畷 胤 臨 發情し r・b・つ た ・ 例 もあ る ・ 黼 と注入を 購 に行 つ た場台 は 1 邇 間目第 1

回 ，
4〜 ・ H・＄

一
・・て 4〜 5 嗹 灘 胤 更 t・・ 3・− 4　 H で第 3 畷 情を み せ る ・ 發 骼 期注入の 駘 麟 は大

vaEmsmefUYI｛Eの 臙 卵勦 ・殆 ど鯉 の 塊 と r・ b正 常齣 親 ら榔 ・ 詮 例 樋 じて monXfi及緇 種

獸 齢 馘 蜘 綴 現ぼ見 られな い ・ 脾酬 難 藤 の 聾 攤 坏 明で あ る b・・
　9tsyescの 騨 聯

殘片の 存在壱まな く ， 注入 パ ラ フ ィ ソ の不純に よ る發胤 考 えられな い 。 　 　 　 　 　 　 ・

  購 丙に懸 を 5k て か らパ ラ フ イ ・ 齲 士に唾 る ま で 蜘 ・sm … を貼 舷 した 塾・ （舳 潔｝

｛8 ＞ バ ラ フ ィ ・ 畝 を脾丙齲 後 ・。・ 日絎 つ た もの itMHfi て あ は す ・ 注入 と移黼 時施行の も

の は そ の 2 週間前か ら見 ま した 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

　　　脾帥 舗 卵剿 ・對す 雛 勵 質融 び 裂m − mosc 撒 潔 ゜ 前川久繍 僚 大
：
理 働 ）

生殖腺を除繋 れ たネズ ・tOma 内に鰈 を植 え ・ 3・ 畷 よ b　 te・t・Ster・ne
　p

「° pi°nate ま燃 節 ゜ne

の 注射を … 躙 囎 した駘 ，瀦 ’・注躯 魄 1132m ・ 以 下 で ・ 讎 ほ 1∫鎚 m ・ 以下 で ｝ま ・ 腦下

麹 藤 。 蝉 躙 戟 ・ ・ モ ソ 放出 に 大 きな黯 ・ 及ぼ し繊 概 黼 は 殆ど＃・el£ で あ ・ ・ とは懲 櫛

驪 灘 騰 黒繍 論 纛 1灘 灘 驪 よ齲錨 黥
、 眼 、Y256、m 、 で 磯 分磁 で あ る 。　es ・・… ’・ ・1・28 皿 ・ で 黄eem織備 失 ・ 灘 の 厳 を ＄一こ し ・

、i、、2m 。，・1… 8m 。 で 洞 方 向 の 變化姓 ず る・3・ 日雕 纖 卿 ・モ ・作用か 蠏 撚 れ て い る と緇

丁＃ xee葉 の 生殖繍 轍 ル モ ン 薤出に か な り潔刻な變化を生ず るこ とが わか る・

　　個 ） 翻腎機能 の 相關 に つ い てxas．す る必要 は な い か ・ （朝山新→ 　 　 　 　 　 　 一

　　  大した ． と Xt ＝pt65 と 思 つ て い ます．　D ・CA を注射し て も雌 で は殆 撫 敷 で す・ 嘩 當日か ら
．

種 々 の 期聞注射した もの では垣久的に腦下垂饐機能が 變化す る こ とは 見て お ります 。

　　　　　　　　 e ザエ 貝鍛の 戍長 emdima の 種類 とめ騨 猪畢 ge （東es區 水勵

　　サ ザ 。 （丁伽 。＿ ’・・ 跏 der）に韆 1類 の 噸 ・ ラ ・ （跳 蜘 吻 ・・奮）
ー
を麒 した 黔 濔 後｝・生

‘

成さ 泌 購 の 色彩幽 色 と な る こ とは既曙 者が 靴 漸 で ある が ・ 本磯 で 1ま更に テ yti サ （G 翩 鰡

　（Mttltlsii）及び ホ ン ダ ワ ラ （Sargassum ）を與 えた 場合 の 貝殻 の 色彩及び成長度の相異に つ い て 逋 べ た 。

　　テ ン グサ を歟 る と 臘 の 新生成部 の 色彩は緑艶 と成 り ・ ホ ソ ダ ワ ラ で は ア ラ メ 嗣 じ傾向 で あ る醐

　淡隅色の 部分be多くなる 。 成長 度は ア ラ メbS最 も良く 1 年聞の 飼育 で増重率 134％ ， テ ン グサ は之れに 次い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （29 ＞
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